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放送大学における数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 
「データサイエンスリテラシープラン」，「データサイエンスアドバンスプラン」 

自己点検評価報告書に対する検討結果 

掛下哲郎（佐賀大学理工学部 准教授，情報処理学会データサイエンス教育委員会 委員長） 

本資料では，表題に示す自己点検評価報告書の内容について，筆者のコメントをまとめる． 

1．評価すべき事項 
 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度により，リテラシーレベルおよび応用

基礎レベルの認定を受けた教育プログラムを運営している点は高く評価される． 
 授業の企画から開講まで 3 年間の時間をかけて高品質の放送授業を実現しており，「データサ

イエンスリテラシープラン」，「データサイエンスアドバンストプラン」とも，修了者による
自由記述を見ても高く評価されている． 

2．今後の改善が望まれる事項 
 プログラム履修者が少数に留まっている点については改善が望まれる．ただし，社会人受講

者が半数近くを占めており，プログラムを修了したことが社会的に評価されるとは限らない
状況を考慮すると，放送大学単独での努力には限界があると考えられる． 

 放送大学の特性として，放送授業の品質は高いが，受講生が気軽に質問できる体制が貧弱な
点が挙げられる．最近は，生成 AI（GPTs[1]等）にコンテンツを学習させ，学習したコンテ
ンツに関する質問を受け付けるチャットボットを作成することも可能になっており，こうし
た仕組みを活用して，プログラム履修者とのコミュニケーションを促進することが望まれる． 

 実習・演習の機会を増やすことが課題として挙げられているが，これについても生成 AI を活
用した課題レポートの自動レビューなどの方策を工夫することが望まれる．学術論文の AI 査
読は有益との研究[2,3]もあり，今後の技術革新が期待できる． 

 上述とも一部重なるが，今後，生成 AI を活用した教育 DXや業務 DXがさらに進展すること
が想定される[4,5,6]．生成 AI を活用した教育改革を放送大学でも推進することにより，限ら
れた経営資源の中で，より大きな教育価値を履修者に提供できることが期待される． 
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